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Ⅰ はじめに

本事例集は、令和 年 月施行の「仙台市地球温暖化対策等の推進に関する条例」に基づく「温

室効果ガス削減アクションプログラム」に参加いただく事業者が、温室効果ガスの排出削減を進め

るうえで参考となるよう、これまでの事業者の取組により、削減効果が一定程度期待できる省エネ

ルギー等対策の中から主要な事例をご紹介するものです。

多くの事業者の皆様に「温室効果ガス削減アクションプログラム」に参加いただき、本事例集を

参考にエネルギーコストと温室効果ガスの削減に取り組んでいただければ幸いです。



１ 一般管理事項

番号 対策の名称

① エネルギー管理推進体制の整備 

内容

エネルギー管理推進体制を整備し、目標と対策項目の決定（ ）、対策の実施（ 、

実施状況の確認及び課題の洗い出し（ 、実施状況確認結果に基づく改善（ 、

の サイクルを実施します。

＜ サイクルのスパイラルアップ＞

＜エネルギー管理推進体制で取り組む主な内容＞

①責任者（エネルギー管理統括者）の配置

②取組方針（省エネに関する目標、設備新設・更新に対する方針等）を規定

③取組方針の遵守状況を確認・評価、改善指示

④取組方針、遵守状況の評価手法を定期的に精査、変更

⑤従業員に対して、取組方針を周知、省エネに関する教育を実施

⑥エネルギー使用量を把握、社内で共有することにより、対策の進捗を管理

＜取組の事例＞

①取組方針を策定し、省エネルギーに関する行動をルール化します。

②設備更新の際は省エネ設備を積極的に採用することを事業所管理マニュアル

に規定します。

③推進委員会による事業所内の従業員への啓発のため、具体的な省エネ行動の

内容を従業員が見やすい場所に掲示します。

効果

体制を整備し、 サイクルを実践することで、事業所が消費するエネルギーを最

大で 節約できるとされています。

（一般財団法人省エネルギーセンター「ビル省エネ手帳」より）

（参考）省エネルギーセンター

ポイント
・ サイクルを繰り返すことで、従業員の理解が深まり、より大きな効果が得られ

ます。

Ⅱ 省エネルギー等対策事例



１ 一般管理事項

番号 対策の名称

② エネルギー使用量の把握 

内容

エネルギー種類別（電気、ガスなど）に、設備毎の使用量を計測して、どの設備が

どの程度のエネルギーを使用しているか集計・記録します。これにより、運転効率を

向上させた場合の変化や、稼働時間を変えた場合の増減量を定量化することができま

す。

計測機器がないときは、設備のカタログなどを参照し、定格消費量に稼働時間を積

算して使用量を推定することができます。

＜エネルギー使用量の集計の例＞

効果

エネルギー使用量の情報を基に、具体的な対策を行うことで、エネルギー削減など

の効果が得られます。

ポイント

・エネルギーを使用する設備のうち、①稼働時間が長い、②大型で年数が古い、③設

置数が多い、などの設備の対策を重点的に行うことで、より大きな削減効果が期待で

きます。

・設備ごとの管理台帳を整備すると、エネルギー使用量の変化が分かりやすくなりま

す。



１ 一般管理事項

番号 対策の名称

③ 省エネルギー教育の実施 

内容

省エネルギー対策を実施することの意義を理解してもらうため、全従業員に定期的

に省エネルギー教育を実施し、省エネ意識の醸成を図るとともに、以降に活用できる

よう、その記録を残します。

＜省エネルギー教育の内容と啓発ポスターの例＞

＜省エネルギー教育の研修資料の例＞

効果
全従業員に繰り返し周知することによって、全員参加で実施する意識が醸成されま

す。

ポイント

・説明会を開催することが効果的ですが、時間や場所がない場合は、社内ネットワー

クを利用した ラーニングの受講も有効です。

・複数の事業所がある場合には、情報共有し、効果のある対策については水平展開を

図ることも重要です。

表Ａ　省エネルギー教育の内容（例）

話題 内容 説明者 資料等

事業所全体の
省エネルギー
活動方針

事業所全体の活動方針を説明します。
・昨年度の活動内容と実績
・昨年度の活動の反省と対応
・今年度の活動方針、目標
・活動の年間スケジュール

エネルギー管理統括者
　又は

エネルギー管理企画推進者
（事務局）

・省エネルギー
　委員会議事要旨
・活動方針資料等

各部署の活動
テーマ

各部署毎にブレークダウンした活動方針
を説明します。

各部署のエネルギー管理員
又は　省エネルギー担当者

・各部署の活動方針
　資料等

参考事例の紹介
他事業所や他社の省エネ対策事例から、
参考になる事例を紹介します。

エネルギー管理企画推進者
（事務局）

・他事業所の事例
・省エネ対策優秀
　事例集
（省エネセンター）

外部専門家によ
る話題提供

温暖化対策、省エネルギーへの意識を高
めるような話題提供を行います。

外部専門家等
（省エネセンター等）



１ 一般管理事項

番号 対策の名称

④ 外部機関による省エネ診断 

内容

設備の性能や運用ノウハウに詳しい外部機関による省エネ診断を受診することで、

事業所における課題の発掘や新たな対策の検討を行います。

＜一般的な診断の流れ＞

＜診断結果の例＞

効果
診断結果に基づき、投資額や削減効果から対策の優先順位を検討することにより、

効率的に対策を実施することができます。

ポイント

・診断にあたり、多くのデータを求められる場合があるため、事前の準備が必要です。

・診断結果（削減効果）は、国等の各種補助金を申請する上での根拠資料としても活

用できます。



２ ボイラー・工業炉・熱交換器等

番号 対策の名称

① 蒸気圧力・温度・供給量の管理 

内容

事業所内における蒸気の使用先、必要な圧力、供給量を、下の図のようなフローや

表にまとめて把握します。

把握した内容から、発生させる蒸気の圧力、供給量を検討し、不要な蒸気の発生を

抑制し、ボイラーを適切に運用・管理します。

＜フロー図の作成例＞

効果

不要な蒸気の発生を抑えられれば、ボイラーの圧力を低くすることができ、燃料費

も少なくなります。

＜圧力を下げた場合のシミュレーション（下記条件に基づいた場合の試算例）＞

フロー図により蒸気使用先の設備等を確認したところ、蒸気圧力を下げても必要な

温度の蒸気を得られることが判明したため、圧力を から に下げる。

・燃料費削減効果 年間 円

・ 排出削減効果 年間

（試算条件）

・蒸気使用量 年（都市ガス使用量 ㎥ 年、ボイラー効率 ％）

・蒸気使用料を とした場合、蒸気１ あたりの熱量が 減るものとして計算

→ × ÷ ㎥ 年

・燃料費削減効果：エネルギー単価を都市ガス 円 ㎥ として × ＝ 円

・ 排出削減効果： 排出係数を都市ガス ㎥ として ×

ポイント
・蒸気配管の保温修理を併せて実施すると、圧力をより低くできるので、さらに効果

的です。



２ ボイラー・工業炉・熱交換器等

番号 対策の名称

② 蒸気配管の弁やフランジ等の保温・断熱強化 

内容

蒸気配管の直管部は施工が容易なので断熱材で保温されているのが一般的ですが、

弁やフランジなど形状が複雑な部分は省略されている場合があります。特に、弁につ

いてはメンテナンスが必要なため、取り外す手間を考慮し保温をしない例も見受けら

れますが、保温カバーで簡易的に覆うだけでも放熱を抑制する効果があります。

下の写真は弁の部分を簡易的に保温したものですが、下段の熱画像写真を比較する

と、施工前の中心部の温度は 140℃と高温ですが、施工後は 35℃と低くなっています。

＜蒸気配管の弁を保温施工する場合の例（左：施工前／右：施工後）＞

効果
上の写真の例では、施工後の状態では放熱が 程度抑制されていると推定されま

す。

ポイント

・断熱材を厚くすれば熱の損失が少なくなりますが、施工費用が高くなります。費用

対効果のバランスの取れた部材を選択しましょう。

・蒸気配管の保温は経時変化で劣化します。特に屋外では、水が浸入し断熱材が劣化

します。定期的に巡回し、目視点検により劣化の度合を確認しましょう。

表Ａ　弁やフランジの配管相当長さ

（省エネルギーセンターのデータから作成）

写真Ａ　保温の効果

【写真③】

【写真④】【写真②】

【写真①】

℃

℃

℃

表Ａ　弁やフランジの配管相当長さ

（省エネルギーセンターのデータから作成）

写真Ａ　保温の効果

【写真③】

【写真④】【写真②】

【写真①】

℃

℃

℃



２ ボイラー・工業炉・熱交換器等

番号 対策の名称

③ 廃熱回収の管理 

内容

工業炉やボイラーの熱効率を高めるため、燃料を熱源とする工業炉（電気炉を除く）や

ボイラーの排ガスから廃熱を回収する設備の設置・改修等を行い、燃焼空気や原料の予熱

温度を向上させます。下図は重油を燃料とする工業炉の廃熱を回収して、空気予熱するこ

とによる燃料節約効果の例です。燃料節約効果は、炉温が高いほど、また、空気比が大き

いほど大きくなります。

効果

＜余熱空気温度を改善した場合のシミュレーション（下記条件に基づいた場合の試算例）＞

廃熱回収用熱交換器を増強更新し、予熱空気温度を ℃から ℃に改善する。

・燃料費削減効果 年間 円

・ 排出削減効果 年間

（試算条件）

・都市ガス使用量 ㎥ 年（炉温 ℃、排ガス温度 ℃）

・燃料節約率 ％から ％に ％改善するものとして計算（上図参照）

→ ㎥ 年× ％ ㎥ 年

・燃料費削減効果：エネルギー単価を都市ガス 円 ㎥ として × ＝ 円

・ 排出削減効果： 排出係数を都市ガス ㎥ として ×

ポイント

・廃温水を使用する熱交換器は不純物が付着して性能低下するので、定期的に洗浄す

ることが必要です。

＜空気予熱による燃料節約効果の例＞

空気予熱温度（℃）

燃
料
節
約
率
（
％
）



３ 空気調和設備・換気設備

番号 対策の名称

① 空調設定温度の管理 

内容

執務室内は、人や室内設備などからの熱はほぼ一定ですが、室温と外気温の差が大

きいほど、窓や壁を伝わる熱や、換気によって出入りする空気の熱によって、温度は

大きく変化します。

外気温が室温より高い場合に空調の設定温度を上げ、外気温が室温より低い場合に

設定温度を下げて外気温との温度差を小さくする（これを「空調設定温度の緩和」と

言います。）ことで、窓や壁を通じての熱の出入りを抑制し、エネルギーの使用量を削

減します。

効果

空調設定温度を１℃緩和することで空調負荷を ～ 削減できると報告されていま

す。

＜冷房設定温度を緩和した場合のシミュレーション（下記条件に基づいた場合の試算例）＞

執務室冷房設定温度を ℃から 28℃に緩和する。

・燃料費削減効果 年間 円

・ 排出削減効果 年間

（試算条件）

・ビル ～ 総床面積 を想定。 月前年度消費電力実績 とし、上の表 事例②から電

力削減量 ％とする。

→電力削減効果 3,857kWh×0.2＝ 年

・燃料費削減効果：エネルギー単価を電力 円 として 771.4kWh×20＝ 円

・ 排出削減効果： 排出係数を電力 として 771.4×0.5＝

ポイント

・空調設定温度の緩和は、次に示すような対策と併せて実施するとより効果的です。

①空調の設定温度をルール化して周知する。

②空調の稼働時間（起動、停止）をルール化して周知する。

③フィルター清掃等のメンテナンスを定期的に行う。

＜空調設定温度緩和による省エネ効果の報告例＞



３ 空気調和設備・換気設備

番号 対策の名称

② 設備運転時間の管理 

内容

エネルギー消費設備の運転時間を適正に管理することで無駄な運転をなくしエネル

ギーの使用量を削減します。下表は運転時間管理の例です。

効果

＜複合機を土日に電源を切った場合のシミュレーション（下記条件に基づいた場合の試算例）＞

土日はコピー・プリンタ・ 複合機 台のうち、 台の電源を切る。

・燃料費削減効果 年間 円

・ 排出削減効果 年間

（試算条件）

・休日 日当たり の節電、年間 日として、 × ＝ 年

・燃料費削減効果：エネルギー単価を電力 円 として × ＝ 円 年

・ 排出削減効果： 排出係数を電力 として 107.8× ＝ 年

ポイント

・電源に簡易型電力計を取り付けると、積算消費電力が分かります。

＜運転時間管理の例＞



３ 空気調和設備・換気設備

番号 対策の名称

③ 空調機器の保全管理 

内容

冷暖房効率の低下や，搬送（ファン・ブロワ）動力の増加要因となる、空調機器、

換気設備のフィルターの目詰まりを解消するため、定期的に清掃・交換し、性能を維

持します。

効果

＜フィルター清掃を年 回実施した場合のシミュレーション（下記条件に基づいた場合の試算例）＞

天井埋め込み型ファンコイルユニットのフィルター清掃を年 回実施する。

・燃料費削減効果 年間 円

・ 排出削減効果 年間

（試算条件）

・空調使用時間は年間 時間、ファンコイルユニット 台。定格消費電力 台

・フィルター清掃による省エネ効果は と想定 台×6,000h/年×15 台×0.2＝ 年

・燃料費削減効果：エネルギー単価を電力 円 として × ＝ 円 年

・ 排出削減効果： 排出係数を電力 として × ＝ 年

ポイント

・空調機器、換気設備のフィルターの清掃・交換記録により、適正な管理を行いまし

ょう。

・空調機器や換気設備によっては、差圧計を設置してフィルター前とフィルター後の

差圧を管理し、一定以上の差圧になった場合にフィルターを清掃あるいは交換するこ

ともできます。

＜例：エアハンドリングユニットの差圧計＞



４ 照明器具

番号 対策の名称

① 照明器具の点灯時間管理 

内容

照明器具の点灯時間を管理し、不要な照明の使用や消し忘れによる電力消費を抑制

します。管理方法としては、下表のとおり、自動制御で行う方法や当番者などを決め

て行う方法があるため、使用場所の状況に応じて適切な方法を採用します。

＜管理方法の例＞

①自動制御で行う方法

・タイマーで時間によって させる。

・人感センサーにより人を感知して させる。

②人手で行う方法

・天井灯の一個一個にスイッチを設置し、使用者が する。

・当番が昼休み一斉消灯のためスイッチを する。

・個人の作業場所に手元灯を設置し、必要により する。

効果

＜点灯時間管理を行った場合のシミュレーション（下記条件に基づいた場合の試算例）＞

昼休みの 時間に、オフィス内の蛍光灯の ％を消灯する。

・燃料費削減効果 年間 円

・ 排出削減効果 年間

（試算条件）

・ 型蛍光灯（ × 台）のうち 台を昼休み 時間消灯（年間 日）

→電力削減効果 × × 日／年÷ 年

・燃料費削減効果：エネルギー単価を電力 円 として × ＝ 円

・ 排出削減効果： 排出係数を電力 として ×

ポイント

・点灯が必要な時間は、使用場所や設置目的により変わるため、適切な管理を行うこ

とが重要です。

＜点灯時間の例＞

・通路誘導灯：連続点灯。

・屋外防犯灯：一定照度以下で連続点灯。

・屋外駐車場：使用時間帯は一定照度以下で連続点灯。不使用時は消灯。

・屋内駐車場：使用時間帯は連続点灯。不使用時は消灯。



４ 照明器具

番号 対策の名称

② 高効率照明器具の導入 

内容

照明を交換する機会にあわせ、発光効率が良く、長寿命で、消費電力が小さい

などの高効率タイプの照明に交換します。

下表における既存照明の 蛍光灯（定格消費電力量 ）を 灯（ 相当）に

置き換えると、消費電力量及び電気代を 程度削減することが可能です。

＜各種照明の定格消費電力と点灯 時間当たりの電気料金の試算例＞

効果

下表は既存照明を 照明に置き換えた場合の節電量と電気料金節約額を試算した

例です。下表の水銀灯ダウンライトのように設置台数が少なくても、点灯時間が長い

照明は節電量と節約額の削減効果が高くなっています。

ポイント

・ 化に当たっては、電球の交換だけでなく照明器具本体の交換が必要となるため、

投資費用が高くなる場合もあります。このため、点灯時間が長い照明や定格消費電力

が大きい照明を優先的に交換することで、効果的に省エネを行うことができます。



５ 給湯器

番号 対策の名称

① 給湯器の運転方法管理 

内容

電気式給湯器の節電のため、運転時間や設定温度をルール化し管理します。年間を

通じて一定の給湯設定温度で運転されている場合がありますので、不用な時間帯の運

転を停止させます。

下図の例では、始業時、昼休み、終業時に消費電力が多くなっています。これらの

需要時間帯以外は、主として保温のために電力が消費されていると考えられますので、

給湯器のタイマー機能を利用して、夜間や土日の運転を停止します。

この時には、利用開始時に十分な温度での給湯ができるように、予熱時間を設定す

るとで、効率的に給湯することができます。

効果

＜タイマー機能を利用した場合のシミュレーション（下記条件に基づいた場合の試算例）＞

給湯器のタイマー機能を利用し、土日・夜間の電源を切る。

・燃料費削減効果 年間 円

・ 排出削減効果 年間

（試算条件）

・温水給湯器 台のタイマー機能を利用し、土日・夜間は電源を にする。

夜間停止による省電力量は、測定値から 日、夜間停止日数は年間 日とする。

休日・土日停止による省電力量は測定値から 日、休日・土日停止日数は年間 日とする。

→夜間停止による効果 日×240 日 年＝ 年

休日・土日停止による効果 日×125 日 年＝ 年、合計した効果は 年

・燃料費削減効果：エネルギー単価を電力 円 として 204×20＝ 円 年

・ 排出削減効果： 排出係数を電力 として 204×0.5＝ 年

ポイント

・電気式給湯器は流し台や洗面台下部の収納スペースに設置されることが多く、普段

目につかない場所にあります。給湯器の設定状況を確認しましょう。

・季節ごとに設定を変更すると、より効果的です。

＜給湯器の電力消費状況の例＞

消
費
電
力

時刻



製品
消費電力

ノートパソコン 50～100
液晶モニター 20～60
インクジェットプリンタ 10～30
複合機 1,500～2,000
シュレッダ 300～600
温水洗浄便座 300～700

待機電力

表Ａ　待機電力の値（例）

６ 事務用機器等

番号 対策の名称

① 事務所機器の待機電力管理 

内容

多くの事務所機器は、不使用時にも待機電力を消費しています（下表参照）。事務所

機器が不要の時には電源を切って待機電力を削減します。

待機電力を削減するためにはコンセントを抜く必要がありますが、以下の写真のような

市販されている節電型テーブルタップを使うと、事務所機器の電源を個別に入 切するこ

とができます。また、機器によっては省エネモード等の設定を行うこともできます。

効果

＜ノートパソコンの電源を、土日に切った場合のシミュレーション（下記条件に基づいた場合の試算例）＞

土日はノートパソコン及び液晶モニタの電源を切る。

・燃料費削減効果 年間 円

・ 排出削減効果 年間

（試算条件）

・ 組のノートパソコン及び液晶モニタを、土日は電源を にする。

各週末の金曜日 時～翌週月曜日 時（ 時間）について年 回実施する。

→電力削減効果 2.2W×62h/回×49 回 年×50 組＝ 年

・燃料費削減効果：エネルギー単価を電力 円 として ×20＝ 円 年

・ 排出削減効果： 排出係数を電力 として ×0.5＝ 年

ポイント

・事務所機器によっては、夜間や長時間の離席時も待機電力を節電しましょう。

＜待機電力の例＞



７ 車両

番号 対策の名称

① 車両の点検整備 

内容

車両点検表を作成・管理することで、車両の故障個所を早期に発見・修理します。

性能の劣化を抑えることで、燃料消費量の増加を抑えることができます。

効果

エアクリーナーが目詰まりすると ～ ％燃費が悪化するというデータがあり、定

期的に清掃・交換を行うと燃費の悪化を防ぐことができます。

（参考）公益社団法人全日本トラック協会

ポイント

・点検表を活用し、同型の車両についての故障の傾向などを把握することで、部品の

適切な交換時期を予測し、故障を事前に防止することも可能です。

＜車両点検表の例＞



７ 車両

番号 対策の名称

② エコドライブ実践 

内容

エコドライブを効果的に推進するため、チェックシートを作成・管理し、実践状況

を確認します。

自動車の使用者は、運転終了後に運転状況を記入します。運転管理者は、このシー

トを定期的に確認し、未実施の項目がある場合は運転者に注意喚起を行います。

効果

＜エコドライブを１年間実践した場合のシミュレーション（下記条件に基づいた場合の試算例）＞

貨物自動車 台でチェックシートに示す行動を１年間実践する。

・燃料費削減効果 年間 円

・ 排出削減効果 年間

（試算条件）

・エコドライブによる燃費改善を３％と想定する。エコドライブ実践前の燃費は であった。

台の平均年間走行距離は であった。

→ 年･台×20 台÷10km/L×0.03＝ 年

・燃料費削減効果：エネルギー単価をガソリン 円 として 1,200×140＝ 円 年

・ 排出削減効果： 排出係数をガソリン として 1,200×2.32＝ 年

ポイント

・デジタルタコグラフやドライブレコーダーを装着した車両は、運転状況がリアルタ

イムで記録されるので、運転状況を解析し、運転者に対してさらなるエコドライブを

促します。

＜チェックシートの例＞



７ 車両

番号 対策の名称

③ 商品や原料輸送時の省エネ 

内容

荷主や受け手側の協力を得ながら、積載率の向上など車両運用の効率化や最適な運

行ルートにより走行距離を短くするなど、輸送方法を変更することで、貨物自動車か

らの温室効果ガス排出量の削減を図ります。

効果

車両と荷物の割当や配送ルートの設定を最適化し、総走行距離を削減することで、

エネルギー使用量を ～ ％程度の削減ができるとされています。

＜出典＞

国土交通省：省エネ法中長期計画書作成のためのヒント集（特定輸送事業者向け）

ポイント

・商品や原料の搬出入時間を指定する場合、使用される車両の手持ち時間がより少な

くなるよう、荷主側の配慮を求めることも重要です。

＜輸送における省エネ取組の例＞



７ 車両

番号 対策の名称

④ エコドライブ教育実施 

内容

全従業員に対して、エコドライブによる燃費改善効果、燃料代削減効果を定量的に説明

して実践を促すため、エコドライブ教育を定期的に実施します。

環境省のホームページ（ ）に

「エコドライブ１０のすすめ」が掲載されています。

効果
ふんわりアクセルを実施することで、燃費が ％程度改善するとされています。

ポイント

・エコドライブを効果的に推進するため、推進体制を整備し、目標を設定・共有する

ことで従業員の意識がより高まります。

＜エコドライブ実践に関するＰＤＣＡサイクルの例＞

①推進責任者を設置し、エコドライブ推進の方針、目標値を決定します。（Ｐ）

②教育担当者などが、エコドライブ教育を実施します。（Ｄ）

③エコドライブ実施状況データを収集・分析します。（Ｃ）

④結果を評価し、次の目標設定に反映します。（Ａ）

＜エコドライブ１０のすすめ＞



８ その他

番号 対策の名称

① 再生可能エネルギーの導入 

内容

太陽光発電、バイオマス発電、太陽熱や地中熱といった再生可能エネルギーを導入

し、購入するエネルギー量や環境負荷の低減を図ります。

効果

太陽光発電では、パネル設置面積 ㎡あたり ～ 程度の発電が可能とされて

います。なお、出力 ｋｗの太陽光パネル（およそ畳 枚分）を設置した場合の温室

効果ガスの削減効果は以下のとおりです。

・ 排出削減効果 年間

＜下記ホームページの省エネ診断事例から試算＞

一般社団法人省エネルギーセンター「省エネ・節電ポータルサイト」

ポイント

・事業の使用電力を ％再生可能エネルギーで賄うことを目標に掲げる国際イニシ

アティブ「 」や、遅くとも 年度までに消費電力を ％再エネ化すること

を目指す「再エネ 宣言」などの運動への参加により、環境問題に対応した企業が

評価されるようになっています。

・再生可能エネルギーを導入する場合は国や地方公共団体の補助制度を利用するこ

とも可能です。詳しくは以下の を参照してください。

仙台市 「省エネ等に関する補助金・セミナー関連情報」

＜ビルの屋上に太陽光パネルを設置している例＞



８ その他

番号 対策の名称

② 燃費性能の良い車両の計画的導入 

内容

国土交通省による「低排出ガス車」の認定を受けたハイブリッド自動車や天然ガス

自動車、電気自動車など、環境性能の優れた次世代自動車を計画的に導入します。

効果

主な次世代自動車の導入による温室効果ガスの削減効果は以下のとおりです。

車両の区分（運送事業者等の用いるもの） 削減量（ 年）

トラック 電気自動車
天然ガス自動車
ハイブリッド自動車
低炭素ディーゼル自動車

バス 電気自動車
天然ガス自動車
ハイブリッド自動車
低炭素ディーゼル自動車

タクシー 電気自動車
ハイブリッド自動車

＜下記ホームページの資料から試算＞

国土交通省「自動車燃費目標基準について」

ポイント

・「低排出ガス車」の認定を受けた自動車は、税制面での優遇を受けることも可能で

す。

・次世代自動車を導入する場合は国や地方公共団体の補助制度を利用することも可

能です。詳しくは以下の を参照してください。

仙台市 「省エネ等に関する補助金・セミナー関連情報」

＜国土交通省による「低排出ガス車」の認定表示の例＞



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当：仙台市環境局 環境部 環境企画課 

地球温暖化対策係 

電話：022-214-8232 

メールアドレス：kan007110@city.sendai.jp 

このパンフレットはリサイクルできます。「雑がみ」に分別しましょう。このパンフレットはリサイクルできます。「雑誌」に分別しましょう。


